
令和元年度　研究活動報告書

（１）　活動報告

山形 市町村

月　日 場　所 活動内容

　・今年度の活動日程・グループ編制・研修内容、今年度予算と昨年度決算について

５月 山形市 　・グループ別研修　～　各グループ長選出と活動計画作成

１５日（水） 江南公民館 　・支部総会「昨年度事業報告と決算、今年度事業計画と予算」

　・県協議会総会（理事会）報告

６月 山形市

江南公民館 　・グループ別研修

　・中央研修報告

８月 山形市立 　・新規採用等事務職員支援員連絡会報告

７日（水） 千歳小学校 　・グループ別研修

  ・千歳小（新築校）施設、設備見学

　・県協議会専門部報告

９月 山形市 　・支部研修会について

江南公民館 　・グループ別研修

　・支部研修会　　講師　新潟市教育委員会 学校人事課 金井洋子 氏

１０月 山形市 　　講演「共同実施と事務職員の育成」　

スポーツ会館

　・グループ研アンケート結果について

１１月 山形市 　・市への要望事項について

１３日（水） 江南公民館 　・グループ別研修

　・県協議会理事会報告

１月 山形市 　・新規採用等事務職員支援員連絡会報告

１５日（水） 江南公民館 　・全体アンケート結果について

　・グループ別研修発表会

支部名
地区名

　・1日研修（8/7）について

19日（水）

18日（水）

15日（火）



（２）　研究のまとめ

山形市は、３年間を１サイクルにして、４グループに分かれて研究活動をしている。３年目になる今年度
は３年間の成果をグループ別研修発表会を設定し報告した。
研修発表会には助言者に村山教育事務所副所長　海野　勝志氏、山形市立村木沢小学校校長　
細谷　直樹氏をお迎えしご助言いただいた。

グループ①研究の柱「新任者の資質向上を考える」
　　　　　　　１年目に完成させた「山形市初任者サポートマニュアル」に基づき、２年目はその中から

　　　　　　　深く掘り下げた内容についてベテラン事務職員が初任者への講演形式で研修を行い、

 ３年目は更に内容を加え充実させた。

グループ②研究の柱「事務改善を考える」
　　　　　　　財務班・備品班に分かれて活動をした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　    洗い出して市に提案し学校事務説明会時に回答をいただく等事務改善
                   　　　 に繋げた。

                   　　　 所在場所の入力方法の研修、備品組替等に係る手引きの一部改訂を

グルーブ③研究の柱「情報提供・実務対応」

　　　　　　教育環境班、山形市事務部会お知らせ集ＭｉＭｉちゃん班、広報班と３班に分かれて活動した。

　　 　　　　　　　　　　　　　　　作成し市内で共有し危機意識の向上を図った。

                   　　　　　　　　　 市内で共有した。

　　　　　　１年目は、自分達が望む共同実施のあり方を考察し、「組織図移行案」「グループで考える
　　　　　　共同実施でできること・したいこと」についてまとめ部会員に提案すると共に山形市の中核市
　　　　　　移行に向けて事務職員の研修体制についての要望をまとめ市に提案した。２年目は、共同
　　　　　　実施で行えそうな業務内容を花笠プラン６項目に当てはめて整理し、「共同学校事務室を
　　　　　　想定した時効果のありそうな業務」としてグループ内でまとめた。３年目は、１．２年目でまと
　　　　　　めたものについて更に検討を重ね試行錯誤を重ねながらより活動しやすい組織図にたどり

　　　　　　新潟市教育委員会 学校人事課 管理主事兼指導主事金井洋子 氏より
　　　　　　「共同実施と事務職員の育成」と題して講演をいただき、他県の共同実施の現状を知ること
　　　　　　ができた。その上で、全国的に共同実施から共同学校事務室へと移行・変化しつつある流れ
　　　　　　であることを改めて確認することができた。学校事務において、私たちが目指すべき方向性

（３）研究資料及び刊行物－名称を記入して下さい－

　　　　 （２）の通り

<1>山形市教育研究会として

             <財務班>        　　　「経理事務の手引き」の更新、その後加除を行った。業務上の改善点を

             <備品班>        　　　備品の「一覧表作成マニュアル」を完成させた。新システムによる備品の

                   　　　 行い市内で共有した。また、市情報企画課からの調査報告書類について
　　　　　　　　　　　 回答しやすいよう情報提供を行った。

　　　　　 <教育環境班>　　　自校用の非常用の準備品確認表・自分専用の災害時アクションカードを

　　　　 　<ＭｉＭｉちゃん班> 　使用しているＭｉＭｉちゃんを更新して市内で共有した。

　　　 　　<広報班>　　　 　　「めざといeyeちゃん」・「じむネタ」・「おたより見本版12ヶ月」を作成し

グルーブ④研究の柱「新しい学校事務・教育課題への対応」-山形市で考える共同実施体制について-

　　　　　  ついた。また、協議会支部研修会の講師選定を行い先進県の講演をお聞きした。.

<2>山形支部研修会として

　　　　　　を模索する中で、新潟市は理想的なモデルのひとつであり大変参考になる研修となった。
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